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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】十分な消音効果を持ち、ベルからの飛び出しも
少ないコンパクトサイズでありながら、吹奏時の息の抵
抗や音程の安定性を通常の演奏状態に近く改善し、息苦
しさや吹き難さを大幅に改善する。
【解決手段】金管楽器のベルに装着される消音器本体１
０を有する金管楽器用消音器であり、消音器本体１０は
本体内部空間１１を有し、消音器本体１０に、呼気を本
体内部空間１１に導入する呼気導入パイプ４と、呼気導
入パイプ４のパイプ内部空間１２に連通して呼気を外部
空間に排出する呼気排出通路１３を有する呼気排出パイ
プ５を設け、呼気導入パイプ４と呼気排出パイプ５によ
り外部への音波の伝播を抑制する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金管楽器のベルに装着される消音器本体を有する金管楽器用消音器であり、
　前記消音器本体は本体内部空間を有し、
　前記消音器本体に、
　呼気を前記本体内部空間に導入する呼気導入パイプと、
　呼気排出通路を有する呼気排出パイプを設け、
　前記呼気導入パイプと前記呼気排出パイプにより外部への音波の伝播を抑制するように
したことを特徴とする金管楽器用消音器。
【請求項２】
　前記呼気導入パイプの導入側内径が、前記消音器本体の最小内径より大きいことを特徴
とする請求項１に記載の金管楽器用消音器。
【請求項３】
　前記呼気導入パイプの導入側内径と排出側内径が等しい、
　前記呼気導入パイプが同径の筒状であることを特徴とする請求項１または請求項２に記
載の金管楽器用消音器。
【請求項４】
　前記呼気導入パイプの導入側内径より排出側内径が次第に小さい、
　前記呼気導入パイプが先細りの筒状であることを特徴とする請求項１または請求項２に
記載の金管楽器用消音器。
【請求項５】
  前記呼気導入パイプの導入側内径より排出側内径が次第に大きい、
  前記呼気導入パイプが先広がりの筒状であることを特徴とする請求項１または請求項２
に記載の金管楽器用消音器。
【請求項６】
　前記消音器本体の外部に電源および電子モジュールを備え、
　前記呼気導入パイプのパイプ内部空間にマイクロホンを備え、
　前記電源および電子モジュールと前記マイクロホンを信号線で接続したことを特徴とす
る請求項１乃至請求項５のいずれか１項に記載の金管楽器用消音器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、トランペットやトロンボーン等の金管楽器に用いられる消音器に係り、特
に音量を少なくする目的で用いられる弱音用の金管楽器用消音器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の弱音用の金管楽器用消音器として、出願人は先に、頭部と胴部とからなり、頭部
に最大内径部がある消音器本体を備え、更にベルの内周面と胴部の外周面との間に排出溝
が形成されるものを提案した（特許文献１）。この金管楽器用消音器は、消音器本体の内
部に入った演奏者の呼気は排出溝の連通空間を通って外部空間に排出され、外部空間に漏
れ出る音量を減少させ、消音効果を高めている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－２８２２３３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このように、金管楽器のベルに取り付けて、音量を小さくする消音器は、近年、金管楽
器の大音量を、小声の会話程度の音量まで消音することが可能となったが、消音器を取り
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付けない通常の演奏状態と比べると、吹奏時の息の抵抗が大きく、音程の安定性も十分で
はないので、吹き難いという欠点があった。
【０００５】
　この発明は、かかる点に鑑みてなされたもので、十分な消音効果を持ち、ベルからの飛
び出しも少ないコンパクトサイズでありながら、吹奏時の息の抵抗や音程の安定性を通常
の演奏状態に近く改善し、息苦しさや吹き難さを大幅に改善する金管楽器用消音器を提供
することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題を解決し、かつ目的を達成するために、この発明は、以下のように構成されて
いる。
【０００７】
　請求項１に記載の発明は、金管楽器のベルに装着される消音器本体を有する金管楽器用
消音器であり、
　前記消音器本体は本体内部空間を有し、
  前記消音器本体に、
　呼気を前記本体内部空間に導入する呼気導入パイプと、
　呼気排出通路を有する呼気排出パイプを設け、
　前記呼気導入パイプと前記呼気排出パイプにより外部への音波の伝播を抑制することを
特徴とする金管楽器用消音器である。
【０００８】
　請求項２に記載の発明は、前記呼気導入パイプの導入側内径が、前記消音器本体の最小
内径より大きいことを特徴とする請求項１に記載の金管楽器用消音器である。
【０００９】
　請求項３に記載の発明は、前記呼気導入パイプの導入側内径と排出側内径が等しい、
　前記呼気導入パイプが同径の筒状であることを特徴とする請求項１または請求項２に記
載の金管楽器用消音器である。
【００１０】
  請求項４に記載の発明は、前記呼気導入パイプの導入側内径より排出側内径が次第に小
さい、
　前記呼気導入パイプが先細りの筒状であることを特徴とする請求項１または請求項２に
記載の金管楽器用消音器である。
【００１１】
　請求項５に記載の発明は、前記呼気導入パイプの導入側内径より排出側内径が次第に大
きい、
　前記呼気導入パイプが先広がりの筒状であることを特徴とする請求項１または請求項２
に記載の金管楽器用消音器である。
【００１２】
　請求項６に記載の発明は、前記消音器本体の外部に電源および電子モジュールを備え、
　前記呼気導入パイプのパイプ内部空間にマイクロホンを備え、
　前記電源および電子モジュールと前記マイクロホンを信号線で接続したことを特徴とす
る請求項１乃至請求項５のいずれか１項に記載の金管楽器用消音器である。
【発明の効果】
【００１３】
　前記構成により、この発明は、以下のような効果を有する。
【００１４】
　請求項１乃至請求項５に記載の発明では、演奏者の呼気が、金管楽器のベルに装着した
消音器本体の本体内部空間に入るが、消音器本体に、呼気を本体内部空間に導入する呼気
導入パイプと、呼気排出通路を有する呼気排出パイプを設けたことで、呼気導入パイプの
パイプ内部空間から本体内部空間に入るとともに、この呼気は呼気排出通路を通って外部
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空間に排出され、呼気導入パイプと呼気排出パイプにより外部への音波の伝播を抑制する
。したがって、種々の金管楽器に対応して外部空間に漏れ出る音量を減少させ、安定して
消音効果を高めることが可能で、かつベルからの飛び出しも少ないコンパクトサイズであ
りながら、吹奏時の息の抵抗や音程の安定性を通常の演奏状態に近く改善し、息苦しさや
吹き難さを大幅に改善することができる。
【００１５】
　請求項６に記載の発明では、消音器本体の外部に電源および電子モジュールを備え、呼
気導入パイプのパイプ内部空間にマイクロホンを備え、電源および電子モジュールとマイ
クロホンを信号線で接続することができ、消音器自体に電源や電子モジュールを組み込ん
でも、実用上十分な小型消音器でありながら、オールインワンの使い易さも得られ、演奏
時の演奏空間を自由に且つ快適に設定することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】第１の実施の形態の金管楽器用消音器の断面図である。
【図２】トランペットに装着した状態の金管楽器用消音器の断面図である。
【図３】金管楽器用消音器の斜視図である。
【図４】金管楽器用消音器の正面図である。
【図５】金管楽器用消音器の左側面図である。
【図６】金管楽器用消音器の右側面図である。
【図７】金管楽器用消音器の平面図である。
【図８】金管楽器用消音器の底面図である。
【図９】金管楽器用消音器の背面図である。
【図１０】第２の実施の形態の金管楽器用消音器の断面図である。
【図１１】第３の実施の形態の金管楽器用消音器の断面図である。
【図１２】第４の実施の形態の金管楽器用消音器の断面図である。
【図１３】第５の実施の形態の金管楽器用消音器の断面図である。
【図１４】第５の実施の形態の金管楽器用消音器の正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、この発明の金管楽器用消音器の実施の形態について説明するが、この発明の実施
の形態は、発明の最も好ましい形態を示すものであり、この発明はこれに限定されない。
【００１８】
［実施の形態１］
　以下、この発明の実施の形態１に係る金管楽器用消音器を、図１乃至図９に基づいて詳
細に説明する。図１は金管楽器用消音器の断面図、図２はトランペットに装着した状態の
金管楽器用消音器の断面図、図３は金管楽器用消音器の斜視図、図４は金管楽器用消音器
の正面図、図５は金管楽器用消音器の左側面図、図６は金管楽器用消音器の右側面図、図
７は金管楽器用消音器の平面図、図８は金管楽器用消音器の底面図、図９は金管楽器用消
音器の背面図である。
【００１９】
　この実施の形態の金管楽器用消音器Ａは、トランペットＢのベル２０に着脱自在であり
、トランペットＢのベル２０から出る音、特に音量を少なくする目的で用いられる。金管
楽器用消音器Ａは、トランペットＢのベル２０に装着される消音器本体１０を有する。こ
の消音器本体１０は、胴部１と、頭部２からなり、本体内部空間１１を有する。
【００２０】
　胴部１は、アルミニウムで成形された金属製であるが、プラスチックや硬い紙など様々
な材料で実施が可能である。この胴部１は、ベル２０の内周面の形状に沿うように比較的
滑らかに傾斜し、小径側端部１ａと大径側端部１ｂを有する。この小径側端部１ａ側の外
周面には、柔軟取付部材１５が設けられる。
【００２１】
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　消音器本体１０を、ベル２０に装着した場合には、胴部１は小径側端部１ａ側の外周面
が柔軟取付部材１５を介してベル２０の内周面と嵌合する。柔軟取付部材１５としては、
変形して柔軟性を有するものであればよく、ゴム製部材、樹脂性部材、あるいはコルクや
布製部材などであり、柔軟取付部材１５は胴部１に両面テープにより貼り付けられている
が、接着剤により貼り付けてもよく、この材料の特性により良好にベル２０の内周面に密
着して嵌合し固定され、呼気が漏れないようになっている。
【００２２】
　頭部２は、アルミニウムで成形された金属製であるが、プラスチックや硬い紙など様々
な材料で実施が可能である。頭部２は、椀状であり、開口端２ａを胴部１の大径側端部１
ｂに嵌合して接着固定し、嵌合部は消音器本体１０の本体内部空間１１にある空気がそこ
から漏れないように密閉されている。これにより、鳴りむらの無い安定した音が全音域で
演奏可能となる。
【００２３】
　消音器本体１０には、呼気を本体内部空間１１に導入する呼気導入パイプ４と、呼気導
入パイプ４のパイプ内部空間１２に連通して呼気を外部空間に排出する呼気排出通路１３
を有する呼気排出パイプ５が設けられ、呼気導入パイプ４と呼気排出パイプ５により外部
への音波の伝播を抑制するように構成されている。
【００２４】
　呼気導入パイプ４は、導入側内径ｄ２と排出側内径ｄ３が等しい、同径の筒状であり、
導入側４ａが胴部１の小径側端部１ａ側に接着固定され、排出側４ｂが本体内部空間１１
に開口している。この呼気導入パイプ４の導入側４ａは、消音器本体１０の導入側１ａの
端面より距離Ｌ１にあり、呼気導入パイプ４の導入側内径ｄ２が、消音器本体１０の最小
内径ｄ１より大きく、排出側４ｂの端面は、消音器本体１０の最大内径ｄ５の位置より距
離Ｌ２の位置にある。
【００２５】
　呼気排出パイプ５は、導入側内径と排出側内径が等しい、同径の筒状である。呼気排出
パイプ５の排出側５ｂが、頭部２の中央部に内側に凹まして形成されたベース２ｂからさ
らに内側に延びるフランジ部２ｃに接着固定され、導入側５ａがパイプ内部空間１２に開
口している。呼気排出パイプ５の導入側５ａの端面は、消音器本体１０の最大内径ｄ５の
位置より距離Ｌ３の位置にある。
【００２６】
　呼気導入パイプ４及び呼気排出パイプ５の内径、長さは、音波の通る抵抗になり、外部
空間に漏れ出る音量を減少させ、安定して消音効果を高めることが可能であればよく、特
に限定されない。また、呼気導入パイプ４及び呼気排出パイプ５は、アルミニウムで成形
された金属製であるが、プラスチックや硬い紙など様々な材料で実施が可能である。もち
ろん、胴部１と呼気導入パイプ４、頭部２と呼気排出パイプ５をそれぞれ一体成型するこ
とも可能である。
【００２７】
　この実施の形態では、トランペットＢのベル２０に消音器本体１０の胴部１を装着する
だけで、演奏者が吹き込んだ呼気は、マウスピースから吹き込まれ、胴部１の小径側端部
１ａから呼気導入パイプ４の導入側４ａを通ってパイプ内部空間１２へ入り、この呼気は
パイプ内部空間１２を通って排出側４ｂから本体内部空間１１に入るとともに、呼気排出
パイプ５の呼気排出通路１３を通って外部空間に排出される。この場合、金管楽器の内部
には、音響的には、呼気の入り口であるマウスピース側も、出口である消音器本体１０の
呼気排出パイプ５側も閉じられた両端閉管の音響モードが発生する。
【００２８】
　このように、消音器本体１０に、呼気を本体内部空間１１に導入する呼気導入パイプ４
と、呼気導入パイプ４のパイプ内部空間１２に連通して呼気を外部空間に排出する呼気排
出通路１３を有する呼気排出パイプ５を設けたことで、呼気導入パイプ４のパイプ内部空
間１２から本体内部空間１１に入るとともに、この呼気は呼気排出通路１３を通って外部
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空間に排出され、この呼気導入パイプ４と呼気排出パイプ５の通路抵抗により外部への音
波の伝播を抑制することで、種々の金管楽器に対応して外部空間に漏れ出る音量を減少さ
せ、安定して消音効果を高めることが可能である。
【００２９】
　しかも、呼気導入パイプ４の導入側内径ｄ２が、消音器本体１０の最小内径ｄ１より大
きく、呼気導入パイプ４の導入側内径ｄ２と排出側内径ｄ３が等しい、呼気導入パイプ４
が同径の筒状であることで、吹奏時の息の抵抗や音程の安定性を通常の演奏状態に近く改
善し、息苦しさや吹き難さを大幅に改善することができる。
【００３０】
　また、消音器本体１０をベル２０に装着したときに、ベル２０の端面内に消音器本体１
０の最大内径ｄ５が位置し、従来品の消音器の寸法を比較すると、消音器本体１０を差し
込んで装着したときにはベル２０の端面から前方に飛び出す距離が小さくなり、従来品の
消音器に比べ、コンパクトで音程バランスを正しく保つことができ、しかも、鳴りむらの
無い安定した音を全音域で演奏可能にすることができる。
【００３１】
　また、消音器本体１０の内部に、呼気導入パイプ４と呼気排出パイプ５を配置し、この
パイプ材の端部を取り付けて構成しており、パイプ材を取り付けるだけの簡単な消音構造
である。
【００３２】
［実施の形態２］
　以下、この発明の実施の形態２を、図１０に基づいて説明する。なお、実施の形態１と
同様な構成は同じ符号を付してその説明を省略する。この実施の形態においては、呼気導
入パイプ４は、導入側内径ｄ２より排出側内径ｄ３が次第に小さい、先細りの筒状であり
、導入側４ａが消音器本体１０の小径側端部１ａ側に密着固定され、排出側４ｂが本体内
部空間１１に開口している。
【００３３】
呼気導入パイプ４の導入側４ａは、消音器本体１０の導入側１ａの端面より距離Ｌ１にあ
り、呼気導入パイプ４の導入側内径ｄ２が、消音器本体１０の最小内径ｄ１より大きく、
排出側４ｂの端面は、消音器本体１０の最大内径ｄ５の位置にある。
【００３４】
　この実施の形態では、呼気導入パイプ４の導入側内径ｄ２が、消音器本体１０の最小内
径ｄ１より大きく、呼気導入パイプ４の導入側内径ｄ２より排出側内径ｄ３が次第に小さ
い、呼気導入パイプ４が先細りの筒状であることで、吹奏時の息の抵抗や音程の安定性を
通常の演奏状態に近く改善し、息苦しさや吹き難さを大幅に改善することができる。呼気
導入パイプ４の排出側内径ｄ３は、音程設計の都合等で、適宜設定されるが、排出側内径
ｄ３は消音器本体１０の最小内径ｄ１より小さく設定することで、吹奏抵抗の増加するが
、呼気導入パイプ４を短くすることで吹奏抵抗の増加を抑えられる。
【００３５】
［実施の形態３］
　以下、この発明の実施の形態３を、図１１に基づいて説明する。なお、実施の形態１と
同様な構成は同じ符号を付してその説明を省略する。この実施の形態においては、呼気導
入パイプ４は、導入側内径ｄ２より排出側内径ｄ３が次第に大きく、先広がりの筒状であ
り、導入側４ａが消音器本体１０の小径側端部１ａ側に密着固定され、排出側４ｂが本体
内部空間１１に開口している。
【００３６】
  呼気導入パイプ４の導入側４ａは、消音器本体１０の導入側１ａの端面より距離Ｌ１に
あり、呼気導入パイプ４の導入側内径ｄ２が、消音器本体１０の最小内径ｄ１より大きく
、排出側４ｂの端面は、消音器本体１０の最大内径ｄ５の位置より距離Ｌ２の位置にある
。
【００３７】
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　この実施の形態では、呼気導入パイプ４の導入側内径ｄ２が、消音器本体１０の最小内
径ｄ１より大きく、呼気導入パイプ４の導入側内径ｄ２より排出側内径ｄ３が次第に大き
い、呼気導入パイプ４が先広がりの筒状であることで、吹奏時の息の抵抗や音程の安定性
を通常の演奏状態に近く改善し、息苦しさや吹き難さを大幅に改善することができる。呼
気導入パイプ４の排出側内径ｄ３は、音程設計の都合等で、適宜設定されるが、排出側内
径ｄ３は消音器本体１０の最小内径ｄ１より大きく設定することで、吹奏抵抗の増加を抑
えられる結果となる。
【００３８】
  実施の形態２では、呼気導入パイプ４は、導入側内径ｄ２より排出側内径ｄ３が次第に
小さい、先細りの筒状であり、実施の形態３では、呼気導入パイプ４は、導入側内径ｄ２
より排出側内径ｄ３が次第に大きく、先広がりの筒状であり、実施の形態１のように、呼
気導入パイプ４は、導入側内径ｄ２と排出側内径ｄ３が等しい、同径の筒状である必要は
無く、音程設計の都合等で、適宜設定される形状である。
【００３９】
　また、呼気導入パイプ４の長さは楽器の調子（ピッチ）に影響し、長くなればピッチが
下がり、逆に、短くすればピッチが上昇する。ただし、呼気導入パイプ４の太さについて
も、細くなればピッチが下がり、逆に、太くすればピッチが上昇するため、呼気導入パイ
プ４の長さおよび太さ及び途中の形状の要素が複雑に絡み合い、ピッチや音程バランス、
吹奏抵抗、音程の安定性などに大きな影響を与える結果となり、音程設計の都合等で、適
宜設定される。
【００４０】
［実施の形態４］
　以下、この発明の実施の形態４を、図１２に基づいて説明する。なお、実施の形態１と
同様な構成は同じ符号を付してその説明を省略する。この実施の形態においては、消音器
本体１０は、胴部１と、頭部２からなり、本体内部空間１１を有する。胴部１は、先広が
りの筒状であり、小径側端部１ａと大径側端部１ｂを有し、円盤状の頭部２が胴部１の大
径側端部１ｂを塞ぐように密着固定されている。
【００４１】
　胴部１の小径側端部１ａ側の外周面には、柔軟取付部材１５が設けられ、消音器本体１
０を、ベル２０に装着した場合には、胴部１は小径側端部１ａ側の外周面が柔軟取付部材
１５を介してベル２０の内周面と嵌合する。
【００４２】
　呼気導入パイプ４は、導入側内径ｄ２と排出側内径ｄ３が等しい、同径の筒状であり、
導入側４ａが胴部１の小径側端部１ａ側に固定され、排出側４ｂが本体内部空間１１に開
口している。呼気導入パイプ４の導入側４ａは、消音器本体１０の導入側１ａの端面より
距離Ｌ１にあり、呼気導入パイプ４の導入側内径ｄ２が、消音器本体１０の最小内径ｄ１
より大きく、排出側４ｂの端面は、消音器本体１０の最大内径ｄ５の位置より距離Ｌ３の
位置にある。
【００４３】
　呼気排出パイプ５は、導入側内径ｄ２と排出側内径ｄ３が等しい、同径の筒状であり、
呼気排出通路１３を有する。呼気排出パイプ５の排出側５ｂが、頭部２の中央部に形成さ
れた内側に延びるフランジ部２ｄに密着固定され、導入側５ａがパイプ内部空間１２に開
口している。
【００４４】
　呼気導入パイプ４の導入側内径ｄ２が、消音器本体１０の最小内径ｄ１より大きく、呼
気導入パイプ４の導入側内径ｄ２と排出側内径ｄ３が等しい、呼気導入パイプ４が同径の
筒状であることで、吹奏時の息の抵抗や音程の安定性を通常の演奏状態に近く改善し、息
苦しさや吹き難さを大幅に改善することができる。
【００４５】
　［実施の形態５］
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　以下、この発明の実施の形態５を、図１３及び図１４に基づいて説明する。図１３は金
管楽器用消音器の断面図、図１４はカバーを外した状態の金管楽器用消音器の正面図であ
る。なお、実施の形態１と同様な構成の箇所は同じ符号を付してその説明を省略する。こ
の実施の形態においては、消音器本体１０は、頭部２の中央の外面に収納部３０が一体に
形成され、この収納部３０の内部には、電源３１である２個の電池と、電子モジュール３
２が配置されている。収納部３０には、カバー３３が取り外し可能に設けられ、このカバ
ー３３によって消耗した電池の交換を行うことができる。
【００４６】
　収納部３０には、イヤホン３８の接続部３８ａが着脱可能であり、このイヤホン３８の
接続部３８ａによって電子モジュール３２と接続される。呼気排出パイプ５は、収納部３
０を通って外部に開口しており、呼気は呼気排出通路１３を通って外部空間に排出される
。
【００４７】
　頭部２の中央には、取り付けパイプ３４の基部３４ａが固定され、この取り付けパイプ
３４は呼気導入パイプ４のパイプ内部空間１２を通り、その先端部３４ｂにはマイクロホ
ン３５が取り付けカバー３６によって取り付けられている。マイクロホン３５の信号線３
７は、取り付けパイプ３４の内部を通って電子モジュール３２に接続されている。
【００４８】
　取り付けカバー３６には、マイクロホン３５に対向する位置に集音孔３６ａが開口され
、マイクロホン３５は集音孔３６ａから集音する。マイクロホン３５の位置は、各音の有
効な定在波の音圧バランスが良好な場所なので、全音域に渡ってバランスの良い音をピッ
クアップできる。
【００４９】
　このように、消音器本体１０の外部に電源３１および電子モジュール３２を備え、呼気
導入パイプ４のパイプ内部空間１２にマイクロホン３５を備え、電源３１および電子モジ
ュール３２とマイクロホン３５を信号線３７で接続することができ、消音器本体１０自体
に電源３１や電子モジュール３２を組み込んでも、実用上十分な小型消音器でありながら
、オールインワンの使い易さも得られ、演奏時の演奏空間を自由に且つ快適に設定するこ
とができる。
【００５０】
　以上、この発明の実施の形態について詳述してきたが、具体的な構成はこの実施の形態
に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲における設計の変更があって
もこの発明の範囲に含まれる。当然ながら、この発明の消音器を装着する金管楽器はトラ
ンペットに限らない。
【産業上の利用可能性】
【００５１】
　この発明は、トランペットやトロンボーン等の金管楽器に用いられる消音器に係り、特
に音量を少なくする目的で用いられる弱音用の金管楽器用消音器に適用でき、種々の金管
楽器に対応して外部空間に漏れ出る音量を減少させ、十分な消音効果を持ち、ベルからの
飛び出しも少ないコンパクトサイズでありながら、吹奏時の息の抵抗や音程の安定性を通
常の演奏状態に近く改善し、息苦しさや吹き難さを大幅に改善する。
【符号の説明】
【００５２】
Ａ　金管楽器用消音器
Ｂ　トランペット
ｄ１　最小内径
ｄ２　導入側内径
ｄ３　排出側内径
ｄ５　最大内径
１　胴部
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１ａ　小径側端部
１ｂ　大径側端部
２　頭部
２ａ　開口端
２ｂ　ベース
２ｃ　フランジ部
４　呼気導入パイプ
４ａ　導入側
４ｂ　排出側
５　呼気排出パイプ
５ａ　導入側
５ｂ　排出側
１０　消音器本体
１１　本体内部空間
１２　パイプ内部空間
１３　呼気排出通路
１５　柔軟取付部材
２０　ベル
３０　収納部
３１　電源
３２　電子モジュール
３５　マイクロホン
３６　取り付けカバー
３６ａ　集音孔
３７　信号線
３８　イヤホン
３８ａ　接続部
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【手続補正書】
【提出日】平成24年3月22日(2012.3.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金管楽器のベルに装着される消音器本体を有する金管楽器用消音器であり、
　前記消音器本体は本体内部空間を有し、
　前記消音器本体に、
　呼気を前記本体内部空間に導入する呼気導入パイプと、
　呼気排出通路を有する呼気排出パイプを設け、
　前記呼気導入パイプの導入側内径を、前記消音器本体の最小内径より大きくしたことを
特徴とする金管楽器用消音器。
【請求項２】
　前記呼気導入パイプの導入側内径と排出側内径が等しい、
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　前記呼気導入パイプが同径の筒状であることを特徴とする請求項１に記載の金管楽器用
消音器。
【請求項３】
　前記呼気導入パイプの導入側内径より排出側内径が次第に小さい、
　前記呼気導入パイプが先細りの筒状であることを特徴とする請求項１に記載の金管楽器
用消音器。
【請求項４】
　前記呼気導入パイプの導入側内径より排出側内径が次第に大きい、
　前記呼気導入パイプが先広がりの筒状であることを特徴とする請求項１に記載の金管楽
器用消音器。
【請求項５】
　前記消音器本体の外部に電源および電子モジュールを備え、
　前記消音器本体の最小内径部より消音器本体内部空間側にマイクロホンを備え、
　前記電源および電子モジュールと前記マイクロホンを信号線で接続したことを特徴とす
る請求項１乃至請求項４のいずれか１項に記載の金管楽器用消音器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　請求項１に記載の発明は、金管楽器のベルに装着される消音器本体を有する金管楽器用
消音器であり、
　前記消音器本体は本体内部空間を有し、
　前記消音器本体に、
　呼気を前記本体内部空間に導入する呼気導入パイプと、
　呼気排出通路を有する呼気排出パイプを設け、
　前記呼気導入パイプの導入側内径を、前記消音器本体の最小内径より大きくしたことを
特徴とする金管楽器用消音器である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　請求項２に記載の発明は、前記呼気導入パイプの導入側内径と排出側内径が等しい、
　前記呼気導入パイプが同径の筒状であることを特徴とする請求項１に記載の金管楽器用
消音器である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　請求項３に記載の発明は、前記呼気導入パイプの導入側内径より排出側内径が次第に小
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さい、
　前記呼気導入パイプが先細りの筒状であることを特徴とする請求項１に記載の金管楽器
用消音器である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　請求項４に記載の発明は、前記呼気導入パイプの導入側内径より排出側内径が次第に大
きい、
　前記呼気導入パイプが先広がりの筒状であることを特徴とする請求項１に記載の金管楽
器用消音器である。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　請求項５に記載の発明は、前記消音器本体の外部に電源および電子モジュールを備え、
　前記消音器本体の最小内径部より消音器本体内部空間側にマイクロホンを備え、
　前記電源および電子モジュールと前記マイクロホンを信号線で接続したことを特徴とす
る請求項１乃至請求項４のいずれか１項に記載の金管楽器用消音器である。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　請求項１乃至請求項４に記載の発明では、演奏者の呼気が、金管楽器のベルに装着した
消音器本体の本体内部空間に入るが、消音器本体に、呼気を本体内部空間に導入する呼気
導入パイプと、呼気排出通路を有する呼気排出パイプを設け、呼気導入パイプの導入側内
径を、消音器本体の最小内径より大きくしたことで、呼気導入パイプのパイプ内部空間か
ら本体内部空間に入るとともに、この呼気は呼気排出通路を通って外部空間に排出され、
呼気導入パイプと呼気排出パイプにより外部への音波の伝播を抑制する。したがって、種
々の金管楽器に対応して外部空間に漏れ出る音量を減少させ、安定して消音効果を高める
ことが可能で、かつベルからの飛び出しも少ないコンパクトサイズでありながら、吹奏時
の息の抵抗や音程の安定性を通常の演奏状態に近く改善し、息苦しさや吹き難さを大幅に
改善することができる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　請求項５に記載の発明では、消音器本体の外部に電源および電子モジュールを備え、消
音器本体の最小内径部より消音器本体内部空間側にマイクロホンを備え、電源および電子
モジュールとマイクロホンを信号線で接続することができ、消音器自体に電源や電子モジ
ュールを組み込んでも、実用上十分な小型消音器でありながら、オールインワンの使い易
さも得られ、演奏時の演奏空間を自由に且つ快適に設定することができる。
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【手続補正書】
【提出日】平成24年3月23日(2012.3.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金管楽器のベルに装着される消音器本体を有する金管楽器用消音器であり、
　前記消音器本体は本体内部空間を有し、
　前記消音器本体に、
　呼気を前記本体内部空間に導入する呼気導入パイプと、
　呼気排出通路を有する呼気排出パイプを設け、
　前記呼気導入パイプの導入側内径を、前記消音器本体の最小内径より大きくしたことを
特徴とする金管楽器用消音器。
【請求項２】
　前記呼気導入パイプの導入側内径と排出側内径が等しい、
　前記呼気導入パイプが同径の筒状であることを特徴とする請求項１に記載の金管楽器用
消音器。
【請求項３】
　前記呼気導入パイプの導入側内径より排出側内径が次第に小さい、
　前記呼気導入パイプが先細りの筒状であることを特徴とする請求項１に記載の金管楽器
用消音器。
【請求項４】
　前記呼気導入パイプの導入側内径より排出側内径が次第に大きい、
　前記呼気導入パイプが先広がりの筒状であることを特徴とする請求項１に記載の金管楽
器用消音器。
【請求項５】
　前記消音器本体の外部に電源および電子モジュールを備え、
　前記消音器本体の最小内径部より消音器本体内部空間側にマイクロホンを備え、
　前記電源および電子モジュールと前記マイクロホンを信号線で接続したことを特徴とす
る請求項１乃至請求項４のいずれか１項に記載の金管楽器用消音器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　請求項１に記載の発明は、金管楽器のベルに装着される消音器本体を有する金管楽器用
消音器であり、
　前記消音器本体は本体内部空間を有し、
　前記消音器本体に、
　呼気を前記本体内部空間に導入する呼気導入パイプと、
　呼気排出通路を有する呼気排出パイプを設け、
　前記呼気導入パイプの導入側内径を、前記消音器本体の最小内径より大きくしたことを
特徴とする金管楽器用消音器である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　請求項２に記載の発明は、前記呼気導入パイプの導入側内径と排出側内径が等しい、
　前記呼気導入パイプが同径の筒状であることを特徴とする請求項１に記載の金管楽器用
消音器である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　請求項３に記載の発明は、前記呼気導入パイプの導入側内径より排出側内径が次第に小
さい、
　前記呼気導入パイプが先細りの筒状であることを特徴とする請求項１に記載の金管楽器
用消音器である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　請求項４に記載の発明は、前記呼気導入パイプの導入側内径より排出側内径が次第に大
きい、
　前記呼気導入パイプが先広がりの筒状であることを特徴とする請求項１に記載の金管楽
器用消音器である。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　請求項５に記載の発明は、前記消音器本体の外部に電源および電子モジュールを備え、
　前記消音器本体の最小内径部より消音器本体内部空間側にマイクロホンを備え、
　前記電源および電子モジュールと前記マイクロホンを信号線で接続したことを特徴とす
る請求項１乃至請求項４のいずれか１項に記載の金管楽器用消音器である。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　請求項１乃至請求項４に記載の発明では、演奏者の呼気が、金管楽器のベルに装着した
消音器本体の本体内部空間に入るが、消音器本体に、呼気を本体内部空間に導入する呼気
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導入パイプと、呼気排出通路を有する呼気排出パイプを設け、呼気導入パイプの導入側内
径を、消音器本体の最小内径より大きくしたことで、呼気導入パイプのパイプ内部空間か
ら本体内部空間に入るとともに、この呼気は呼気排出通路を通って外部空間に排出され、
呼気導入パイプと呼気排出パイプにより外部への音波の伝播を抑制する。したがって、種
々の金管楽器に対応して外部空間に漏れ出る音量を減少させ、安定して消音効果を高める
ことが可能で、かつベルからの飛び出しも少ないコンパクトサイズでありながら、吹奏時
の息の抵抗や音程の安定性を通常の演奏状態に近く改善し、息苦しさや吹き難さを大幅に
改善することができる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　請求項５に記載の発明では、消音器本体の外部に電源および電子モジュールを備え、消
音器本体の最小内径部より消音器本体内部空間側にマイクロホンを備え、電源および電子
モジュールとマイクロホンを信号線で接続することができ、消音器自体に電源や電子モジ
ュールを組み込んでも、実用上十分な小型消音器でありながら、オールインワンの使い易
さも得られ、演奏時の演奏空間を自由に且つ快適に設定することができる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図２】
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